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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

物のあたたまり方と熱量    ～熱・光・音～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （立教新座中）  



 

 

 

（1）  （ア） 

 

（2）塩酸に，濃度が同じ水酸化ナトリウム水溶液を同じ量だけ加えているので，完全中和がおこり，食塩と水のみ，す

なわち，中性の食塩水ができる。 

 （イ） 

 

（3）水酸化ナトリウム水溶液はアルカリ性である。 

 （ウ） 

 

（4）BTB溶液を中性の水溶液に入れると，水溶液が緑色になる。なお，ヨウ素液はでんぷんの有無を調べる試薬で，で

んぷんが有ると青むらさき色に変化する。また，フェノールフタレイン溶液は，アルカリ性の水溶液に入れると赤

色に変化するが，酸性・中性の水溶液では変化しないので，中性であることを調べる試薬には適さない。 

 試薬：（ア），色：（エ） 

 

（5）     のてんびん図で考える。 

① 右の図で，□5 が，50－20 = 30℃にあたるので，□1 は，30 ÷ 5 = 6℃とな

る。よって，①は，20 + 6 × 3 = 38℃と求められる。 

 38 

② 右の図で，□5 が 50℃にあたるので，□1 は 10℃となる。よって，②は，

0 + 10 × 4 = 40℃と求められる。 

 40 

③ 右の図で，□5 が 30℃にあたるので，□1 は，30 ÷ 5 = 6℃となる。よって

③は，0 + 6 × 4 = 24℃と求められる。 

 24 

④ 0℃の氷が 10g から 20g へと 2 倍になり，50℃の水も 40g から 80g へと 2 倍になっているので，最終的には③

と同じ 24℃になると考えられる。 

 24 

⑤ 中和が起こると，中和熱（塾技 5補足解説を参照）が発生する。中和が起きているのは，20℃の塩酸 20gと 20℃

の水酸化ナトリウム水溶液 20gとの間であり，残りの 20℃の水酸化ナトリウム水溶液 20gは中和熱には関係な

い。20℃の塩酸 20gと 20℃の水酸化ナトリウム水溶液 20gを混ぜると，33.5℃の食塩水が 40gできる。つまり，

33.5℃で 40gの水溶液と，20℃で 20gの水溶液を混ぜ合わせたら何度になるかを考えればよい。 

右の図で，□3 が，33.5－20 = 13.5℃にあたるので，□1 は，13.5 ÷ 3 = 4.5℃

となる。よって⑤は，20 + 4.5 × 2 = 29℃と求められる。 

 29 

 

（6）20℃の水酸化ナトリウム水溶液 40gを，20gと 20gに分けて考える。20℃の塩酸 20gと 20℃の水酸化ナトリウム水

溶液 20gを混ぜると 33.5℃になり，これを 20℃にもどすためには，0℃の氷を 5.4g加えればよい。こうして 20℃に

もどった食塩水に残りの 20℃の水酸化ナトリウム水溶液 20gを加えても，温度は 20℃のままである。よって，0℃

の氷を 5.4g加えればよいことがわかる。 

 5.4g 

 

（7）20℃の水酸化ナトリウム 20gに対して 30gは，30 ÷ 20 = 1.5〔倍〕であり，0℃の氷 5.4gに対して 8.1gは，8.1 ÷ 5.4 

= 1.5〔倍〕である。そのため，加える 20℃の塩酸のおもさは，完全中和する 30g以上であればよいので，適切なも

のは，（エ），（オ），（カ）とわかる。 

 （エ），（オ），（カ） 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 
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答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

20℃ 50℃

40g

2

3

3

60g2

①℃

0℃ 50℃

10g

1

4

4

40g1

②℃

0℃ 30℃

10g

1

4

4

40g1

③℃

20℃ 33.5℃

20g

1

2

2

40g1

⑤℃


